
　雪のちらつく２月３日に、山岡小学校３年生の児童４１人が、寒天の突き出しを体験しました。山岡町の
特産品の寒天を通じて、地域の産業への理解や愛着を深めようと、10年以上前から行われています。体験
をした児童は、プルプルした大きなところてん状の寒天を、突き出すのに悪戦苦闘していました。

１№１２３

２０１０（平成２２年）

３

総合計画にご意見を
お知らせ
掲示板・火災警報器
情報ＢＯＸ
えな自慢

２ ～９
 １０～１３
 １４～１５
 １６～１９
２０  

主な内容
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社
会
経
済
の
情
勢
の
変
化
や
市
民
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
な
ど
、
市
を
取
り
巻
く
状
況

の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
後
期
基
本
計

画
で
は
、
次
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ

ま
し
た
。

目
標
人
口
を
見
直
し　

市
の
人
口
は
、
前

期
基
本
計
画
策
定
時
の
想
定
を
上
回
る
速

度
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で

は
、
平
成　

年
に
は
約
５
万
１
千
人
ま
で

２７

減
少
し
、
当
初
の
目
標
人
口
５
万
５
千
人

を
約
４
千
人
も
下
回
る
見
込
み
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
後
期
基
本
計
画
で
は
目
標

人
口
を
見
直
し
ま
す
。
今
後
の
人
口
減
少

の
見
込
み
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
れ
を
抑

制
す
る
た
め
の
各
種
取
り
組
み
効
果
を
織

り
込
ん
で
、
目
標
人
口
を
設
定
し
ま
す
。

協
働
の
成
果
目
標
を
設
定　

市
民
と
行
政

の
協
働
に
よ
る
、
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
性

が
一
層
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
「
協
働
の
成
果
指
標
」
を
新
た
に
設
定

し
ま
し
た
。

主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
重
点
化　

市
が
直

面
す
る
重
点
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

「
人
口
減
少
対
策
」と「
長
期
財
政
計
画
」の

２
つ
の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
定
し
ま

し
た
。
分
野
を
横
断
し
て
推
進
す
る
主
要

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
、
各
分
野
で
推
進
す
る

分
野
別
計
画
の
両
面
か
ら
、
総
合
的
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
将
来
像
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

　

恵
那
市
の
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
と
し
て
策
定
し
た

「
恵
那
市
総
合
計
画
」。
策
定
か

ら
４
年
余
り
が
経
過
し
、
前
期

基
本
計
画
の
期
間
が
、
平
成　
２２

年
度
で
終
了
し
ま
す
。
そ
の

間
、
社
会
経
済
情
勢
や
市
民

ニ
ー
ズ
な
ど
、
市
政
を
取
り
巻

く
状
況
に
も
大
き
な
変
化
が
み

ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
計
画
を

見
直
し
、
新
た
に
平
成　

年
度

２３

か
ら　

年
度
ま
で
の
後
期
基
本

２７

計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
中
間
素
案
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
経
営

管
理
係
（
内
線
3
3
1
）

意見を募集しています
総合計画による恵那市のまちづくり

～人・地域・自然が調和した交流都市～

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
策
定

後

計本基

期

画

3　2010.3.1

内容   日にち

市民意識調査
平成２０年
　   6月

総合計画審議会へ諮問
第１回総合計画審議会
第１回ワーキング会議
第２回総合計画審議会
中学生と語る会
第３回総合計画審議会

平成２１年
　　5月１９日
　　　 〃　
　　　 〃
　   8月 5日
　  １０月２６日
　  １０月２９日

新成人との座談会
第４回総合計画審議会
地域懇談会がスタート
意見の募集を開始
意見の募集締め切り
市長へ答申（予定）
市議会へ報告（予定）

平成２２年
　　1月２２日
　   2 月  4日
　　2月１０日
　   3月  1日
　　3月３１日
　　6月
　　9月

後期基本計画スタート
平成２３年
　　4月

　　

後
期
基
本
計
画
の
策
定
は
、
新
た
な
市

民
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
な
が
ら
、
市
民
と
職

員
が
幅
広
く
参
加
し
て
い
ま
す
。
協
働
に

よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通
し
て
、

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
民
意
識
調
査　

平
成　

年
６
月
、
市
民

２０

２
千
５
百
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。
前
期
基
本
計
画
の
達
成
度

の
評
価
と
、
市
政
へ
の
要
望
な
ど
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。

総
合
計
画
審
議
会　

昨
年
５
月
か
ら
、
市

長
の
諮
問
に
応
じ
て
、
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
ま

す
。
こ
と
し
２
月
ま
で
に
４
回
の
会
議
を

開
催
し
、
中
間
素
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

総
合
計
画
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議　

総
合
計
画

審
議
会
委
員
、
公
募
な
ど
に
よ
る
市
民
委

員
、
市
役
所
職
員
な
ど
の　

人
で
ワ
ー
キ

７７

ン
グ
チ
ー
ム
を
構
成
し
、
５
つ
の
部
会
で

後
期
基
本
計
画
の
素
案
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
こ
と
し
２
月
ま
で
に
、
各
部
会
を
８

回
程
度
開
催
し
ま
し
た
。

中
学
生
、
市
長
と
語
る
会　

前
期
基
本
計

画
策
定
時
の
平
成　

年
度
か
ら
、
毎
年
実

17

施
し
て
い
ま
す
。
中
学
生
の
視
点
で
、
ま

ち
づ
く
り
の
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
成
人
と
の
座
談
会　

成
人
式
を
迎
え
た

若
者
た
ち
と
、
人
口
減
少
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
検
討
部
会
の
委
員
と
の
座
談
会
が
開

催
さ
れ
、
市
の
課
題
や
若
者
の
求
め
る
も

の
に
つ
い
て
、
率
直
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

地
域
懇
談
会　

２
月　

日
か
ら
、
市
内　

１０

１３

地
域
で
行
わ
れ
る
地
域
懇
談
会
で
は
、
後

期
基
本
計
画
の
中
間
素
案
を
説
明
し
、
直

接
、
市
民
の
声
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

〔後期基本計画の策定経過〕 協
働
に
よ
る
策
定
作
業

ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
（
各
８
回
程
度
）

総総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合合計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画ののののののののののの構構構構構構構構構構構成成成成成成成成成成成

２７２６２５２４２３２２２１２０１９１８

　

   　

　 実施計画

基本計画

年度

前期基本計画 後期基本計画

実施計画

実施計画

実施計画

【基本構想】
まちづくりの理念や将来像と、それを実現するため
の目標を示すもので、基本計画や実施計画の基礎と
なるものです。

【計画の期間と構成】
平成１８年３月に策定され、平成２７年度までの１０年間
の基本構想と５年ごとに見直をしする基本計画、毎
年見直しをする実施計画で構成されています。

【基本計画】
基本構想を実現するために、具体的な施策展開の方向
と達成すべき施策目標（指標）を定めたものです。前
期計画と後期計画の２部で構成されています。

【実施計画】
基本計画の施策について、3年間で実施する事業内容
を定めています。

※毎年度３年間ごとの
実施計画を策定します

基本構想 基本構想

後 画計本基期
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○減収見込みの３０億円は、現
在の収入額の約１割に相当し
ます。減収分を補うために、
今まで以上に健全な財政運営
が求められます。
○当初の計画では、合併特例
が完全に廃止される平成３２年
度に、財政規模を現状の２７５億
円から２００億円程度に縮小し
ていくこととしています。
○人口減少対策や産業の活性
化による歳入増を総合的に考
えていくことも重要です。

《背景からの問題点》

主要プロジェクト
～６つ分野を横断して取り組む重点課題～

　主要プロジェクトは、重点課題の「長期財政」や「人口減少」を取り上げています。課題の解決に
向けて、各分野を横断して重点的かつ優先的に取り組みます。取り組み内容は次のとおりです。

　市の財政規模は、合併によって他市と比較しても大きいで
す。現在は、合併算定替え（合併後１０年間の普通交付税の算定
特例）期間で、歳入が維持され財政運営ができていますが、平
成２７年度以降は合併算定替えが５年間、徐々に縮小されます。

２

                      
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
人口減少対策の推進／企業誘致などの財源の確保／合併特例事業債など有利な地方債の活用

          　   　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
人件費・職員定員数の適正化／公共施設の統廃合、管理運営費の削減／そのほか行財政改革の推進
　　
                                                                                                                  　　

協働による市民サービスの充実／職員の意識改革など

                                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

市民との財政情報の共有／財政計画の見直しと公表　

市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民とととととととととと行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政ががががががががががととととととととととももももももももももにににににににににに力力力力力力力力力力をををををををををを合合合合合合合合合合わわわわわわわわわわせせせせせせせせせせるるるるるるるるるる仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕組組組組組組組組組組みみみみみみみみみみをををををををををを推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進ししししししししししまままままままままますすすすすすすすすす市民と行政がともに力を合わせる仕組みを推進します

財財財財財財財財財財政政政政政政政政政政にににににににににに対対対対対対対対対対すすすすすすすすすするるるるるるるるるる市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民のののののののののの関関関関関関関関関関心心心心心心心心心心財政に対する市民の関心をををををををををを高高高高高高高高高高めめめめめめめめめめ、、、、、、、、、、共共共共共共共共共共通通通通通通通通通通理理理理理理理理理理解解解解解解解解解解をををををををををを得得得得得得得得得得てててててててててていいいいいいいいいいききききききききききまままままままままますすすすすすすすすすを高め、共通理解を得ていきます

無無無無無無無無無無駄駄駄駄駄駄駄駄駄駄ののののののののののなななななななななないいいいいいいいいい財財財財財財財財財財政政政政政政政政政政運運運運運運運運運運営営営営営営営営営営をををををををををを行行行行行行行行行行いいいいいいいいいいまままままままままますすすすすすすすすす無駄のない財政運営を行います

４

３

２

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳入入入入入入入入入入のののののののののの維維維維維維維維維維持持持持持持持持持持・・・・・・・・・・確確確確確確確確確確保保保保保保保保保保をををををををををを図図図図図図図図図図りりりりりりりりりりまままままままままますすすすすすすすすす歳入の維持・確保を図ります1

長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画ププププププププププププププププププププロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェククククククククククククククククククククトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト長期財政計画プロジェクト

平成１７年度 平成２７年度平成２１年度 平成３２年度

※平成３２年度には普
通交付税と個人住民
税を合わせて約３０億
円が減ります

【重点戦略】

～～

（億円）

８０

０

１００

９０

１１０

～～～～ ～～～～～～ ～～～～～～

１０６.２億円

９８.６億円

９２.４億円

７５.５億円

《今後の普通交付税と個人住民税の見込み》

　将来にわたって、持続可能で健全な財政基盤を確立することを目指します。そのため、人口
減少対策などで歳入の維持・確保を図るとともに、行財政改革を推進し歳出の削減・抑制を図
ります。一方で、市民生活の向上を進めるため、協働の視点により行政とともに市民の力を生
かして、サービスの充実を図ります。さらに、財政状況に関する分かりやすい情報提供を行い、
財政に対する市民の関心を高めます。

後

計本基

期

画

5　2010.3.1

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策ププププププププププププププププププププロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェククククククククククククククククククククトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト人口減少対策プロジェクト

　　　
                  　　　　 　　　　　　　   　　 　少子化対策 　【ターゲット】20～30代
結婚支援／子ども福祉医療費助成や子育て支援サービスの強化／産科・小児医療の充実
   　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健康寿命の延伸対策　【ターゲット】40代～
高齢者の生活支援・生きがい活動支援／出前健康づくり学習の実施など健康寿命延伸対策
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魅力づくり対策　【ターゲット】10代～　　　　　　

歴史・自然・生活が醸し出す景観を生かしたまちづくり／郷土の誇りの磨き上げと良さの再発見・市
民三学運動などの生涯学習機会の充実や郷土の先人の顕彰／各種メディアを活用したまちの魅力の発
信・ＰＲ　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雇用対策　【ターゲット】30～50代
安定した雇用の確保・ＵＩターン促進事業／起業支援／農林業の活用　
　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　移住・定住対策　【ターゲット】30～50代
定住の促進事業の推進・宅地の整備・安心安全まちづくり／空き家の活用・地域活性化対策／三世代
同居・近居の支援／外国人への支援

子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどもももももももももものののののののののの減減減減減減減減減減少少少少少少少少少少をををををををををを食食食食食食食食食食いいいいいいいいいい止止止止止止止止止止めめめめめめめめめめまままままままままますすすすすすすすすす子どもの減少を食い止めます1

市市市市市市市市市市内内内内内内内内内内にににににににににに住住住住住住住住住住みみみみみみみみみみ続続続続続続続続続続けけけけけけけけけけるるるるるるるるるる人人人人人人人人人人をををををををををを増増増増増増増増増増ややややややややややししししししししししまままままままままますすすすすすすすすす市内に住み続ける人を増やします

安安安安安安安安安安定定定定定定定定定定ししししししししししたたたたたたたたたた生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活をををををををををを送送送送送送送送送送れれれれれれれれれれるるるるるるるるるる人人人人人人人人人人をををををををををを増増増増増増増増増増ややややややややややししししししししししまままままままままますすすすすすすすすす安定した生活を送れる人を増やします

恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵那那那那那那那那那那をををををををををを愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛すすすすすすすすすするるるるるるるるるる人人人人人人人人人人をををををををををを増増増増増増増増増増ややややややややややししししししししししまままままままままますすすすすすすすすす恵那を愛する人を増やします

元元元元元元元元元元気気気気気気気気気気でででででででででで健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康なななななななななな方方方方方方方方方方をををををををををを増増増増増増増増増増ややややややややややししししししししししまままままままままますすすすすすすすすす元気で健康な方を増やします

４

３

２

５

【重点戦略】

○働き手が少なくなると、労
働生産性や活力が低下します。
○若者が減少すると、地域コ
ミュニティや相互扶助による
社会保障システムの維持に支
障が生じます。
○子どもが少なくなると、教
育上の問題も懸念されます。
○過度な人口減少が続けば深
刻な財政危機に陥る危険性も
はらんでいます。

　本市の人口は減少傾向が続き、国勢調査によると平成１２年か
らの５年間で１,５００人余り減少しています。将来人口推計では、
平成２７年には５１,１００人に減少すると見込まれ、総合計画の目標人
口５５,０００人と比べ、約３,９００人少なくなります。

《背景からの問題点》《人口の推移》

平成１２年 平成２２年平成１７年 平成２７年

５０

６０

０

５５

（千人）

～～～～ ～～ ～～～～ ～～～～ ～～～～

５７,２７４人
５５,７６１人

５３,６００人

５１,１００人

当初目標人口５５,０００人

　人口の自然減を緩和するため、安心して子どもを生み育てられる環境を整え、出生率を高め
るとともに、健康づくりの支援などによる健康寿命の延伸を図ります。また、人口の転出抑制
と転入促進を実現するため、住み続けられる定住環境づくりとして、まちの魅力づくりや雇用
対策をさらに充実させ、新たに移住・定住促進事業にも取り組みます。これらの取り組みは、
ターゲットを明確にした上で重点的に行い、過度な人口減少に歯止めをかけ、持続可能な人口
規模の維持を目指します。

後 画計本基期
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　　　　　地域ぐるみの健康づくりと福祉を推進し、

誰もが住み慣れた地域で安心して生きがいを持ち、

明るく健やかに暮らせる元気なまちを目指します。

①安心して子どもを生み育てる環境づくりの推進
　地域で子育て家庭を支え、ニーズに合った保育
サービスを提供することにより、地域で安心して子
どもを生み育てる環境づくりを推進します。
②健康づくりの促進
　市民一人一人の健康づくりや、生活習慣病予防に
対する意識を高め、地域での市民活動を推進し、自主
的な健康管理や健康づくり活動を促進します。
③みんなで支えあう福祉のまちづくり
　誰もが住み慣れた地域で、安心して自立した生活
を送ることができるように、地域福祉計画に基づき、
地域住民が主体となった地域福祉活動を促進します。
④安心と生きがいのある高齢者福祉の充実
　高齢者の社会参加や健康づくり・介護予防を促進す
るとともに、生きがいを持って住み慣れた地域で、安
心して暮らし続けられる高齢者福祉のまちづくりを
進めます。

⑤地域で共に暮らせる障がい者福祉の充実
　障がいのある人の社会参加の機会や、地域ケア体
制づくりを進め、住み慣れた地域で安心して自立し
た生活を送ることができるまちづくりを進めます。
⑥地域の医療・救急体制の充実
　市民が安心して安定的に医療サービスを受けるこ
とができるように、公立病院と診療所との連携の強
化を進めます。また、近隣の医療機関や市内の医療
施設との連携を強化します。

分野別計画
～政策分野を６つに分けて取り組む～

基本方針

　基本構想に掲げるまちの将来像「人・地域・自然が調和した交流都市」を実現するため、基本目標

の６本の柱に基づいて、具体的な施策の内容を明らかにしているのが分野別計画です。主な事業につ

いては、今後、財源などの調整を行い確定していく予定です。後期の分野別計画では、「移住・定住対

策」「地球温暖化対策の取り組み」「新しい自治の仕組みの確立」を新たな施策として組み入れました。

各分野の主な取り組み内容は、次のとおりです。

主な事業
●放課後児童対策事業●子ども福祉医療費助成事業 
●健康増進保健指導事業●保育園の改築
●地域支援事業●地域福祉計画の推進

●みんなで支える健康づくり事業

▲

親
子
遊
び
に
参
加

▲

熱
心
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
る
総
合
計
画
審
議
会

健やかで若さあふれる元気なまち（健康・福祉）

後

計本基

期

画

7　2010.3.1

　　　　　河川や湖、山林など豊かな自然と調和し
た生活環境の整備を進め、安心して快適に住み続け

ることのできる暮らしの実現を目指します。

①豊かな自然環境の保全と活用
　山林や河川、ダム湖などの自然環境を保全すると
ともに、遊歩道や親水空間を整備し、豊かな自然と身
近に触れ合える場づくりを進めます。
②快適な都市環境づくり、まち並み景観整備の推進
　豊かな自然環境や歴史文化を生かした魅力的なま
ち並みの保存、整備を進めるとともに、若者から高齢
者まで、誰もが安心して暮らせる快適な住環境整備
を進めます。
③移住・定住対策の推進
　多くの市民が市内に住み続けたいと思い、市外の

人も恵那市に住みたいと思えるような、魅力的な定
住環境の確保と、移住しやすい環境の整備を進めま
す。
④災害に強く、安心・安全なまちづくり
　自然災害や交通事故、火災、犯罪などから地域住民
を守るため、迅速かつ適確な情報提供と地域力を高
め、共助を基本とする災害に強い安心・安全なまちづ
くりを進めます。
⑤環境衛生対策の充実
　下水道事業や合併処理浄化
槽の設置により、河川などの
水質汚濁防止を進めます。ま
た、ごみの減量化やリサイク
ル活動を推進します。
⑥地球温暖化対策の取り組み
　地球環境に優しく、環境負
荷の少ない循環型社会の構築
を目指して、自然エネルギー、
バイオマスエネルギーの有効
活用を進めます。

基本方針

　　　　　地域内の交通体系を整備し、公共交通機
関の利便性向上を図るとともに、情報通信基盤の整

備などを促進し、便利に暮らせるまちづくりを目指

します。

①計画的な土地利用
　豊かな自然環境との調和や優良農地の保全を図り
ながら、市街地における適正かつ合理的な土地利用
の誘導や、規制を進めます。

②地域内外の交流を支える道路体系の強化
　市の中心地から各地域の主要集落までの移動時間
を、３０分以内にするよう道路網を整備し、身近な生活
道路や、安全で快適な歩道などの整備を進めます。
③公共交通の充実・強化
　誰もが利用しやすい交通拠点の整備や、鉄道・バス
の利便性の向上を図るとともに、公共交通機関の
ネットワーク化など総合的な交通体系の整備を進め
ます。
④高度情報通信基盤の整備
　誰もが自由に情報を入手、発信できるよう、高度情
報通信基盤の充実を図るとともに、電子自治体への
対応を進めます。また、ケーブルテレビでの自主放
送番組、行政放送番組の充実を進めます。

基本方針

▲

日曜リサイクル広場

主な事業
●生活道路整備事業●幹線道路整備事業
●国県道改良促進活動事業●地方バス路線の確保事業

●ケーブルテレビネットワーク施設整備事業
●自主放送チャンネル番組の充実

主な事業
●定住促進事業●まちづくり交付金事業
●水道未普及地域解消事業●公害対策検査事業

●防災行政無線のデジタル化更新事業（移動系）
●資源ごみの常設型回収拠点の整備

▲

バスなどの公共交通は市民の生活に密着している

豊かな自然と調和した安全なまち（生活環境）

快適に暮らせる便利で美しいまち（都市・交流基盤）

後 画計本基期
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　　　　　時代の変化に柔軟に対応できる商工業・観
光産業の発展、魅力ある働く場の確保、商店街のにぎ

わい創出などを進めます。経済的な豊かさ、生活の

ゆとりを実感できる活力と活気あふれる産業のまち

づくりを目指します。

①にぎわいのある商業・サービス業の振興
　消費者ニーズに合った商品、サービスの提供や付
加価値の高い地域ブランド力の再構築により、魅力
ある商店街づくり、中心市街地の再生、中山間地域の
商業環境づくりを進めます。
②新たな活力を生み出す工業の振興と新産業の育成
　優良企業や魅力ある企業の誘致、ＩＴ関連やベン
チャー企業など新分野の産業育成、地場産業の育成
を進めます。

③農林水産業の支援・高度化
　農林業の担い手の育成や集落営農を促進するとと
もに、安心、安全な農畜産物の地産地商（消）、観光
交流人口の拡大、生産基盤の整備を進めます。
④魅力ある就労環境の充実
　若い世代が定住でき、高齢者や障がいのある人も
生きがいを持って働くことができ、勤労者が子育て
しながら安心して就業できるよう、就業の場の確保
と勤労者の就業環境の向上に努めます。
⑤地域資源の連携による個性的な観光の振興
　地域の個性的な観光資源などを磨き上げ活用し、
既存の観光地との連携、観光ＰＲに努め、多くの観光
客が訪れる個性豊かな観光地づくりを進めす。

基本方針

　　　　　教育、文化、スポーツの振興を通して、思
いやりのある、たくましい子どもたちを育て、文化を

育む人づくりのまちを目指します。

①学校教育の充実
　地域や家庭と連携し、教育内容や教育環境の充実、
交流活動の促進、安心・安全、快適な学校環境の整備
を進め、子どもたちの確かな学力、豊かな心、健やか
な体を 育 み、次代を担う子どもたちを育成します。

はぐく

②生涯学習の推進
　三学のまち推進計画による学習機会の拡充や体制
整備、施設や図書館機能の充実を図ります。
③人を育み、人を生かす教育
　家庭、学校、地域社会が一体となって、青少年の健
全育成や親と子の豊かな心を育む地域教育、社会性

や協調性を育む地域教育、人権教育などを進めます。
④文化・芸術活動の振興
　市民が文化、芸術に触れられる機会を充実すると
もに、文化関連施設を充実し、市民の文化、芸術活動
を推進します。
⑤文化財の保護
　古くから郷土に受け継がれている文化財や伝統芸
能に対する理解を深め、大切に保存、育成し、後世に
伝承します。また、学習資料、観光資源としてのＰＲ
と活用に努めます。
⑥スポーツ活動の振興
　地域コミュニティに
おける生涯スポーツや
競技スポーツを推進す
るとともに、スポーツ
施設を整備します。ま
た、スポーツイベント
を開催し、市内外のス
ポーツ交流を促進しま
す。

思いやりと文化を育む人づくりのまち（教育・文化）

基本方針

主な事業
●企業誘致対策事業●恵那ブランド育成事業
●大正百年事業●耕作放棄地対策事業

●まちなか多目的防災広場整備事業
●えなの木で家づくり支援事業

▲

ク
リ
の
収
穫
風
景

主な事業
●文化財の調査・保存・活用●家庭教育事業の推進

●学校校舎耐震補強及び大規模改造事業
●生涯学習市民三学運動啓発事業
●市文化振興会の育成支援

▲

幼少期から本に親しむ

活力と創造性あふれる魅力あるまち（産業振興）

9　2010.3.1

　　　　　市民一人一人が、新しいまちづくりの主
役として活躍し、幅広く市民の意見が行政に反映さ

れる協働のまちを目指します。また、地方分権に対

応した持続可能な行政経営を進めます。

①新しい自治の仕組みの確立
　協働のまちづくり指針に基づき、協働のまちづく
りについて、市民と行政が新しい自治のあり方を共
有し、まちづくりの仕組みの充実を図るとともに、
情報の共有化を進め、市民が参画しやすく、活動し
やすい環境づくりを推進します。
②男女共同参画の推進
　市男女共同参画プランに基づく取り組みを進め、
男女が互いに協力し合い、共に個人として能力を十
分に発揮できる社会を実現します。
③国際・都市・地域間交流の推進
　市民レベルの国際交流の促進や、国際感覚豊かな
人材の育成を図り、国際化に対応した魅力あるまち
づくり、人づくりを進めます。また、来訪者が参加・
体験できる交流の場づくりや、温かい人情でもてな
す都市間交流を促進します。

④時代に対応した行財政基盤の確立
　行財政改革大綱で掲げた「経営」と「協働」の考
え方による自治体経営を進め、地方分権時代にふさ
わしい自律した行政を実現します。また、県や近隣
市と連携した広域行政にも対応していきます。
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基本方針

主な事業
●提案型協働事業の推進●地域づくり推進事業
●行財政改革の推進●放送運営事業

●ワークライフバランス（仕事と生活の調和）の推進事業
●地域間・異世代交流推進事業

▲地域輸送サービス「おきもり」

締め切りは３月３１日締め切りは３月３１日��までまで
～広報直通便をご利用ください～

意
見
の
提
出
方
法

健全で心の通った協働のまち（市民参画）

後 画計本基期
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５
月　
２７

日�
（
予
定
）
か
ら
、
大
雨
な
ど

の
気
象
警
報
や
注
意
報
を
、
市
町

村
ご
と
に
発
表
し
ま
す
。
ま
た
大

雨
警
報
で
は
、
雨
の
降
り
方
な
ど

に
応
じ
て「
大
雨
警
報（
浸
水
害
）」

や
「
大
雨
警
報
（
土
砂
災
害
）」

の
よ
う
に
、
警
戒
が
必
要
な
災
害

を
示
し
ま
す
。

　

市
町
村
ご
と
の
気
象
警
報
や
注

意
報
の
詳
細
な
内
容
は
、
岐
阜
地

方
気
象
台
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、

国
土
交

通
省
防

災
情
報

提
供
セ

ン
タ
ー

携
帯
電

話
サ
イ

ト
（http://w

w
w
.jm
a.go.jp/jp/bosai

joho/m
/w
arn/area/105/328.htm

l

）

な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　

岐
阜
地
方
気
象
台
防
災
業
務

課�
０
５
８
―
２
７
１
―
４
１
０

８
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.j

m
a-net.go.jp/gifu/

　

国
民
健
康
保
険
の
制
度
改
正
で

平
成　

年
４
月
か
ら
、　

歳
以
上

２２

７０

　

歳
未
満
の
方
の
う
ち
、
現
役
並

７５み
所
得
者
（
３
割
負
担
）
以
外
の

方
は
、
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
と

き
の
自
己
負
担
が
２
割
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
予
定
で
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
改
正
が
凍
結
と

な
り
、
平
成　

年
３ 
月
ま
で
１
割

２３

に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

　

現
在
１
割
負
担
の
方
に
は
、
新

し
い
高
齢
受
給
者
証
を
、
３
月
末

ま
で
に
送
付
し
ま
す
。
４
月
以
降

医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
は
、
新

し
い
高
齢
受
給
者
証
を
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　

市
民
課
国
民
健
康
保
険
係

（
内
線
１
４
７
・
１
４
８
）

　

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
で
は
、
雇
用
や
就
業
、
社
会

参
加
な
ど
を
希
望
す
る　

歳
以
上

５５

の
方
を
対
象
に
、
シ
ニ
ア
就
業
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
多
様
な
関
係
機
関
と

連
携
・
協
力
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
実
施
や
、
高
い
就
労
意
欲
と

能
力
を
有
す
る
対
象
者
と
、
企
業

な
ど
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
を
行

う
こ
と
を
、
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
の
求
人
を
希
望
す
る
企

業
や
事
業
所
、
団
体
、
自
治
体
な

ど
、
ま
た
求
職
や
社
会
参
加
な
ど

を
希
望
す
る
対
象
者
は
、
ぜ
ひ
、

ご
登
録
く
だ
さ
い
。

　
　
�
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会�
０
５
８
―
２
４
９

―
０
２
２
８

　

解
雇
や
賃
金
、
配
置
転
換
な

ど
、
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

に
お
答
え
し
ま
す
。（
秘
密
厳
守
）

□
と
き　

毎
月
第
２
火
曜
日
午
前

　

時
―
正
午

１１□
と
こ
ろ　

県
庁
内
労
働
委
員
会

室
、
ま
た
は
会
議
室

□
対
象　

県
内
に
お
勤
め
の
方
、

ま
た
は
県
内
の
事
業
主
の
方

□
相
談
員　

県
労
働
委
員
会
委
員

□
相
談
料　

無
料

□
申
し
込
み
方
法　

電
話
予
約

※
相
談
の
日
時
と
場
所
に
つ
い
て

は
、
相
談
に
応
じ
ま
す

　
　
　
　

県
庁
労
働
委
員
会
事
務

局�
０
５
８
―
２
７
２
―
１
１
１

１
（
内
線
３
２
７
３
）

案
内

大
雨
な
ど
の
気
象
警
報
を

市
町
村
ご
と
に
発
表

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方

７０

７５

自
己
負
担
１
割
の
ま
ま

シ
ニ
ア
の
就
業
を
支
援
し

ま
す

県
労
働
委
員
会
の
「
労
働
相

談
会
」

申
・
問

問

問

　市では、次の閲覧できる場合に

限り、選挙人名簿抄本の閲覧を認

めています。

□閲覧できる場合　①特定の人が

選挙人名簿に登録された人か確認

するため②公職の候補者などが政

治活動・選挙運動を行うため③政

党、そのほかの政治団体が政治活

動・選挙運動を行うため④ 統計調

査、世論調査、学術研究、その他の

調査研究で公益性が高いと認めら

れるもののうち、政治・選挙に関す

るものを実施するため

　　選挙管理委員会事務局（内線

３２０・３２１）

●表　平成２１年の個人または法人による閲覧の請求
利用目的閲覧対象となった選挙人の範囲閲覧日閲覧申出者の名称

ＡＮＮ世論調査の対象者抽出のため
長島町第６投票区、三郷町第１投票区、
笠置町、中野方町、飯地町、山岡町第２
投票区、上矢作町第２投票区から９５人

４月６日�テレビ朝日

日本世論調査会　面接世論調査の対象者抽出のため大井町第１投票区から１２人９月１８日�共同通信社

政治や選挙に関する有権者の意識を客観的に測定、分析して報道し、もっ
て公職選挙法第一条に定めるところの民主政治の健全な発達を期する大井町第３投票区から８５人１０月１３日朝日新聞社

岐阜総局
全国の有権者を対象に実施する世論調査の調査対象者を抽出（転記）する
ため

三郷町第１投票区、上矢作町第１投票区
から８５人１０月１６日読売新聞東京本社

編集局世論調査部
県民の地球温暖化に対する意識、地球温暖化防止のための取り組みや将来
の意向などを広く調査し、最新の状況を把握し新たな計画を検討する資料
作成をするうえで、調査対象者を抽出するため

飯地町、武並町竹折、山岡町田沢、明智
町から３９人１１月２０日�岐阜タイム・エー

ジェント

県民・事業者等の環境に関する意識を把握するため、岐阜県環境基本計画
の改訂版を検討する資料を作成するにあたり、調査対象者を抽出するため市全域から５８人１２月２５日�エヌ・ティ・ティ

マーケティングアクト

選挙人名簿抄本の閲覧申出者を公表

問

▲携帯サイトのＱＲコード

問

　：問い合わせ　　：申し込み問 申
11　2010.3.1

目
と
な
る
補
助
金
の
説
明
に
つ
い

て
も
、
同
会
場
で
引
き
続
き
行
い

ま
す
。

□
と
き　

３
月　

日�
午
後
７
時

１２

□
と
こ
ろ　

市
役
所
会
議
棟
大
会

議
室

□
対
象
者　

市
内
で
新
築
木
造
住

宅
の
建
築
を
予
定
し
て
い
る
方
、

市
内
建
築
業
者
。
ま
た
、
市
内
で

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

設
置
を
予
定
し
て
い
る
方
。

　
　

林
業
振
興
課
林
政
係
（
内
線

５
２
６
・
５
２
９
）、
環
境
課
環
境

政
策
係
（
内
線
１
８
３
）

　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
山
岡
・
明
智
・
上
矢
作
の
連

絡
事
務
所
を
、
４
月
１
日�
か
ら

岩
村
連
絡
事
務
所
（
岩
邑
い
き
が

い
会
館
）
に
移
転
・
統
合
し
、
新

た
に
「
恵
南
事
務
所
」
と
し
て
業

務
を
行
い
ま
す
。

□
新
事
務
所　

市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
恵
南
事
務
所　

〒
５
０

９
―
７
４
０
３　

岩
村
町
７
６
５

番
地
の
１�
４
３
―
４
３
１
１
・

４
３
―
４
３
５
６�
４
３
―
４
３

５
４

　
　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�
２
５
―
７
７
８
８

　

こ
と
し
で　

回
目
と
な
る
明
智

３５

公
民
館
の
高
齢
者
大
学
「
き
き
ょ

う
大
学
」。
そ
の
閉
講
式
で
、
劇

団
じ
ぃ
ば
ぁ
に
よ
る
新
し
い
題
目

「
シ
ャ
ボ
ン
玉
の
歌
」の
上
演
が
あ

り
ま
す
。

　

受
講
生
以
外
の
方
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

□
と
き　

３
月　

日�
午
前　

時

１９

１０

□
と
こ
ろ　

明
智
か
え
で
ホ
ー
ル

□
入
場
料　

無
料

　
　

明
智
公
民
館�
５
４
―
４
２

１
４

　
「
も
も
ん
ち
ゃ
ん
シ
リ
ー
ズ
」な

ど
で
有
名
な
絵
本
作
家
の
「
と
よ

た
か
ず
ひ
こ
」
さ
ん
に
よ
る
絵
本

や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
や
、
子

育
て
に
ま
つ
わ
る
お
話
を
聞
く
会

を
開
催
。
親
子
や
妊
婦
さ
ん
な

ど
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
こ
ぎ
つ
ね
の
森

□
と
き　

３
月　

日�
午
前　

時

２３

１０

半
―
正
午

□
対
象
者　

未
就
園
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者
、
妊
婦
さ
ん

□
定
員　
　

組
（
先
着
順
）

２０

□
参
加
料　

無
料

※
開
催
１
週
間
前
ま
で
に
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い

　
　
　
　

こ
ぎ
つ
ね
の
森�
３
２

―
１
１
２
１
（
三
田
）

●
こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ

□
と
き　

３
月　

日�
午
前　

時

２４

１０

半
―　

時
半

１１

□
対
象
者　

未
就
園
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者　
　

□
定
員　
　

組
（
先
着
順
）　

２５

□
参
加
料　

無
料

□
受
付
開
始　

３
月
８
日�

　
　
　
　

こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ�

２
５
―
１
１
５
５

　

４
月
か
ら
小
学
校
１
年
生
に
な

る
お
子
さ
ん
は
、
医
療
費
受
給
者

証
の
更
新
時
期
（
県
制
度
か
ら
市

制
度
へ
）
と
な
り
ま
す
。

　

該
当
の
方
に
は
、
案
内
文
書
を

送
付
し
ま
す
。
内
容
を
よ
く
読
ん

で
い
た
だ
き
、
必
要
書
類
に
記
入

し
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

□
受
付
期
間　

３
月　

日�
、　

２５

２６

�
□
と
こ
ろ
・
時
間　

▽
旧
恵
那
市

地
域
の
方
＝
市
役
所
会
議
棟
中
会

議
室
・
午
前
９
時
―
午
後
７
時　

▽
南
部
５
地
域
の
方
＝
各
振
興
事

務
所
・
午
前
９
時
―
午
後
６
時

□
持
ち
物　

印
鑑
、
健
康
保
険
被

保
険
者
証
（
お
子
さ
ん
分
）、
口
座

番
号
が
分
か
る
も
の
。

□
対
象　

平
成　

年
４
月
２
日
―

１５

平
成　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
お

１６

子
さ
ん

※
３
月　

日�
と
４
月
４
日�
の

２８

休
日
開
庁
日
も
受
け
付
け
を
行
い

ま
す
。
市
役
所
市
民
課
・
午
前
９

時
―
午
後
５
時

　
　

市
民
課
医
療
給
付
係
（
内
線

１
５
１
）

　　
�
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
で

は
、
同
協
会
員
に
よ
る
不
動
産
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き　

４
月
１
日�
午
後
１
時

―
３
時

□
と
こ
ろ　

中
公
民
館
２
階
相
談

室□
内
容　

不
動
産
の
価
格
、売
買
、

賃
貸
借
、
有
効
利
用
な
ど
に
関
す

る
相
談
な
ど

□
相
談
料　

無
料

　
　

不
動
産
鑑
定
士
協
会�
２
０

―
０
３
７
０
、
総
務
課
行
政
係

（
内
線
３
０
７
）

　

市
で
は
、
木
材
の
需
要
拡
大
な

ど
を
目
的
に
、
え
な
の
木
で
家
づ

く
り
支
援
事
業
を
、
４
月
１
日�

か
ら
始
め
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

地
域
材
の
柱
を　

本
以
上
利
用
し

３０

て
、
市
内
に
新
築
の
住
宅
を
建
築

し
た
場
合
、

市
内
在

住
者

に
は

固
定

資
産

税
を

３
年
間
減
免
、

転
入
者
に
つ
い
て
は
奨
励
金
を
４

万
５
千
円
か
ら　

万
円
交
付
し
ま

２０

す
。
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
、
説

明
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
対
象
の

方
は
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
１�
�
当
た
り
５
万
円

（
上
限　

万
円
）を
助
成
す
る
住
宅

２０

用
太
陽
光

発
電
シ
ス

テ
ム
設
置

補
助
金
。

こ
の
２
年

シ
ル
バ
ー
連
絡
事
務
所
の

移
転
と
統
合

案
内

問

問

「
え
な
の
木
で
家
づ
く
り
支
援

事
業
」
な
ど
の
説
明
会

劇
団
じ
ぃ
ば
ぁ

「
シ
ャ
ボ
ン
玉
の
歌
」
上
演
会

問

申
・
問

申
・
問

絵
本
作
家
に
よ
る

「
絵
本
の
読
み
語
り
と
お
話
」

子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
の

更
新
を
忘
れ
ず
に

不
動
産
の
無
料
相
談
会

問

問
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い
た
め
、
３
月　

日�
―
４
月
４

１４

日�
の
土
日
と
祝
日
は
、
上
矢
作

振
興
事
務
所
発
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

（
無
料
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
雪
や
雨
な
ど
の
天
候
に
よ

り
運
休
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
地
元
の
「
福
寿
草
を
守
る
会
」

が
環
境
保
護
協
力
金
と
し
て
、
３

０
０
円
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
願
い
し
ま
す
。

▽
日
が
差
さ
な
い
と
き
は
、
花
が

咲
き
ま
せ
ん
の
で
、
好
天
の
日
を

選
ん
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　

上
矢
作
振
興
事
務
所
振
興
課

�
４
７
―
２
１
１
１

　

県
内
の
す
べ
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
る
「
岐
阜
県
最
低
賃
金
」

は
、
平
成　

年
の
改
正
は
な
く
時

２１

間
額
６
９
６
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

厚
生
労
働
省
岐
阜
労
働
局
賃

金
室�
０
５
８
―
２
４
５
―
８
１

０
４
、
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署

　

平
成　

年
度
、
市
ま
ち
づ
く
り

２１

市
民
活
動
推
進
助
成
を
受
け
た　
１７

団
体
（
市
民
提
案
型
協
働
事
業
３

団
体
を
含
む
）
の
活
動
報
告
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
１
年
間
、
活
気
あ
る
住
み

よ
い
ま
ち
を
目
指
し
て
、
個
性
あ

ふ
れ
る
活
動
を
行
っ
て
き
た
方
々

の
報
告
会
で
す
。
皆
さ
ん
も
参
加

し
て
、「
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
」

を
共
有
し
ま
せ
ん
か
。

　

平
成　

年
度
の
助
成
に
応
募
を

２２

検
討
中
の
団
体
も
、
ぜ
ひ
、
お
出

掛
け
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

３
月　

日�
午
後
１
時

２１

―
４
時

□
と
こ
ろ　

市
共
同
福
祉
会
館

　
　

市
ま
ち
づ
く
り
市
民
協
会�

２
０
―
０
６
５
７
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
（
内
線
６
３
６
・
６
３
７
）

　：問い合わせ　　：申し込み問 申

　

こ
と
し
も
、
上
矢
作
町 
達  
原  
大 

た
っ 
ぱ
ら 
お
お

 
平 

だ
い
ら

地
区
の 
福  
寿  
草 
が
、
開
花
の
時

ふ
く 
じ
ゅ 
そ
う

期
を
迎
え
ま
す
。
棚
田
の
斜
面
約

　
�
に
、
約　

万
株
が
自
生
し

４０

１０

て
、
４
月
上
旬
ま
で
順
次
咲
い
て

い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
、
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

□
一
般
開
放
期
間

３
月
７
日�
―
４

月
４
日�
午
前　
１０

時
―
午
後
４
時

□
と
こ
ろ　

達
原

大
平
地
区
（
上
矢

作
振
興
事
務
所
か

ら
国
道
４
１
８
号

を
長
野
県
平
谷
村

方
面
へ
約
５�
）

□
注
意
事
項　

▽
個
人
の
土
地
を

開
放
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
迷

惑
に
な
ら
な
い
行

動
を
お
願
い
し
ま

す
。

▽
道
路
事
情
が
悪

福
寿
草
自
生
地
シ
ー
ズ
ン

開
き 案

内

問

ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
推
進

助
成
事
業
の
活
動
報
告
会

「名所絵師広重の眼」
　３/４�～４/４�

企画展

　浮世絵師歌川広重は、全国各地の名所を描いた
幕末を代表する名所絵師。しかし、実際は全国を
旅して、作品を制作したわけではありません。当
時の名所図会や風景絵本などを引用するという手
法、「広重の眼」を通して、多くの名作は生み出さ
れてきたのです。本展では、広重の作品と、種本で
ある名所図会などを、どのようにうまく利用して、
仕上げているかをご覧いただきたいと思います。

歌川広重

『 浪  花  名  所  図  会 　 安 
なに わ めい しょ ず え あん

 立 
りゅう

 町  難  波  屋 のまつ』
まち なに わ や

田中コレクション

３月７日�は市民の日（市民に限り観覧料が無料）
　　中山道広重美術館�２０-０５２２

P

P

P

▲まちづくり活動の様子

問

問

問 県
最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

本
紙
２
月　

日
号　
�
の
出

１５

１５

生
お
め
で
た
に
掲
載
し
た
岩
村

町
の
河
合
捺
月
さ
ん
の
読
み
仮

名
は
「
な
つ
き
」
で
は
な
く
「
な

つ
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

　
　

市
民
課
（
内
線
１
４
１
）

問

13　2010.3.1

岩
村
消
防
署
消
防
係�
４
３
―
０

１
１
９

　

市
で
は
、
自
分
が
持
っ
て
い
る

知
識
や
技
能
な
ど
を
生
か
し
、
市

民
に
講
座
を
開
い
た
り
、
ま
ち
づ

く
り
へ
の
手
助
け
を
し
た
り
す
る

生
涯
学
習
指
導
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
市
民
の
学
習
の
場
の
提
供

や
、
自
分
の
知
識
や
技
術
を
ま
ち

づ
く
り
活
動
に
役
立
て
た
い
方
、

ぜ
ひ
、
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

□
対
象　

個
人
や
団
体

□
申
込
期
間　

随
時
。

出
前
講
座

講
師
で
情

報
誌
へ
の

掲
載
を
希

望
す
る
方

は
、
３
月

　

日�
ま
で
。

１２

▲放水の訓練をする消防団員

　

来
年
度
の
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

と
一
般
曹
候
補
生
、
予
備
自
衛
官

補
を
、次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
幹
部
候
補
生
と
一
般
曹
候
補
生

の
１
次
試
験
合
格
者
は
、
２
次
試

験
が
あ
り
ま
す
。

　
　

自
衛
隊
恵
那
地
域
事
務
所�

０
５
７
３
―
２
６
―
４
３
１
０

□
募
集
人
員　

２
人

□
受
験
資
格　

学
芸
資
格
（
３
月

ま
で
に
取
得
予
定
者
も
可
）
を
有

す
る
方

□
審
査　

▽
第
１
次
＝
書
類
審
査

▽
第
２
次
＝
面
接
審
査
（
日
時
と

場
所
は
、
第
１
次
審
査
通
過
者
に

通
知
）

□
勤
務
条
件　

▽
賃
金
＝
日
額
７

３
０
０
円
（
通
勤
手
当
あ
り
）
社

会
保
険
完
備　

▽
時
間
＝
午
前
９

時
―
午
後
５
時　

分
（
週
５
日
勤

１５

務
。
実
労
働
時
間
７
・
５
時
間
。

土
日
、
祝
日
な
ど
の
勤
務
あ
り
）

□
雇
用
期
間　

４
月
１
日�
―
平

成　

年
３
月　

日�

２３

３１

□
勤
務
内
容　

主
に
学
芸
員
の
業

務
、
そ
の
ほ
か
受
け
付
け
や
展
示

な
ど
の
管
理
全
般
の
補
助
業
務

□
締
め
切
り　

３
月　

日�
午
後

１０

５
時
（
郵
送
の
場
合
は
３
月
８
日

�
消
印
有
効
）

□
申
し
込
み
方
法　

中
山
道
広
重

美
術
館
か
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
恵
那
に

備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
申
し
込
む
。

　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（
内
線
６
２
９
）

　
�
花
の
都
ぎ
ふ
花
と
緑
の
推
進

セ
ン
タ
ー
は
、
来
年
度
の
「
花
の

都
ぎ
ふ
推
進
基
金
助
成
事
業
」
の

申
請
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

□
対
象
団
体　

花
の
ま
ち
づ
く
り

に
熱
意
が
あ
り
、
市
の
推
薦
が
得

ら
れ
る
活
動
を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
。

□
対
象
経
費　

①
花
・
樹
木
苗
・

肥
料
代
な

ど
②
花
か

ざ
り
な
ど

の
普
及
啓
発

の
た
め
の

講
習
会

や
冊
子
作

成
に
掛
か
る
経
費
な
ど
③
そ
の
ほ

か
普
及
事
業
に
か
か
る
経
費

□
助
成
金
額　

対
象
経
費
の
２
分

の
１
（
上
限　

万
円
）

５０

※
最
大
連
続
２
年
間

□
申
請
方
法　

ま
ち
づ
く
り
推
進

課
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
提
出
。

□
締
め
切
り　

３
月　

日�
必
着

１７

　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（
内
線
６
２
９
）

　
　
　
　

〒
５
０
９
―
７
２
０
１

恵
那
市
大
井
町
１
７
６
番
地
１　

�
中
山
道
広
重
美
術
館
事
務
局�

２
０
―
０
５
２
２
（
堀
）

　

市
消
防
団
は
新
入
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
地
域
に

密
着
し
た
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
消
防

団
員
と
し
て
、
活
動
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

大
災
害
が
起
き
た
時
、
地
域
を

知
り
尽
く
し
た
消
防
団
員
の
活
躍

が
、
必
要
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。

応
急
手
当
や
消
火
作
業
、
地
元
住

民
の
避
難
誘
導
、
行
方
不
明
者
捜

索
な
ど
、
組
織
力
を
生
か
し
活
躍

す
る
「
あ
な
た
の
力
」
が
、
今
必

要
な
時
で
す
。

　

市
消
防
団
に
は
音
楽
隊
、
ラ
ッ

パ
隊
、
ト
ビ
は
し
ご
登
り
隊
、
女

性
消
防
隊
も
あ
り
、
自
分
の
能
力

に
合
わ
せ
た
活
動
も
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

□
対
象
者　

市
内
に
在
住
、
ま
た

は
就
業
し
て
い
る　

歳
以
上
の
健

１８

康
な
方
（
男
女
問
い
ま
せ
ん
）。

□
募
集
期
間　

年
中
い
つ
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

市
消
防
本
部
・
消
防
課

消
防
団
係�
２
６
―
０
１
１
９
、

試験会場試験種目１次試験受付期間資格種目

岐阜基地
（各務原市）

筆記試験５月１５日�
４月１日�から
５月１０日�まで

２２歳以上
２６歳未満

幹部候補生（一般・技術）
《飛行・音楽要員含む》

筆記試験・適正検査５月２２日�１８歳以上
２７歳未満一般曹候補生

筆記試験・口述試験
適正検査・身体検査

４月１７日�
から４月１９
日�の指定
した１日

４月９日�まで

１８歳以上
３４歳未満予備自衛官補（一般公募）

伊丹駐屯地
（伊丹市）

小論文・口述試験
適正検査・身体検査

１８歳以上
５３歳未満予備自衛官補（技能公募）

募
集

美
術
館
の
臨
時
職
員
（
学
芸

員
補
助
）

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
・
一
般

曹
候
補
生
・
予
備
自
衛
官
補

生
涯
学
習
指
導
者
・
出
前
講

座
講
師

花
苗
や
肥
料
な
ど
の
購
入

費
の
一
部
を
助
成

問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

消
防
団
員
を
募
集

「
あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
」

申
・
問



第２２回大正村おひなまつり
　大正百年祭プレイベントの一環として、日本大正

村を舞台に、大正村おひなまつりを開催します。

【街角内ひな段飾り】

□とき　４月４日�まで

□その他　土曜、日曜、祝日は、村内の大正資料館、

みたかや、旧夢二庵で甘酒のサービスをします。

【最大級１５００体土びな群顔見せ】

□とき　３月１７日�～４月１２日

�午前９時～午後４時半

□ところ　明智文化センター

□その他　甘酒、からすみの

サービスがあります。

【き・も・のｉｎ大正村】

□とき　３月２８日�（受付時間は午前１０時～正午）

□参加費　１,０００円

【ひなまつり餅つき大会】

□とき　３月２８日�午前11時から

□ところ　三宅家

　　�日本大正村事務局�５４-３９４４

４月期講座のご案内

パソコンサポートクラブ
【はじめてのパソコン講習】 

□とき　４月６日、１３日、２０日、２７日（火曜日）午

前９時半～１１時半

□内容　ＷｉｎｄｏｗｓＸＰを使い、文字入力やマ

ウス、キーボードの使い方など、パソコンの基本操

作を丁寧に説明します。

□講座経費　５５０円（別途テキスト代９００円）

【Ｗｏｒｄ総合講座】

　入門・基礎・ドリルのコースから希望を選択して

ください。

□とき　４月１日、８日、１５日、２２日（木曜日）午

後１時～３時

□内容　ＷｉｎｄｏｗｓＸＰのＷｏｒｄ２００２を使

用。 ▽入門＝キーボード操作から簡単な文書作りを

します。 ▽基礎＝ワードアート・地図・画像を使用

したチラシ作りをします。 ▽ドリル＝ビジネス文書

やチラシ作成のドリル問題に挑戦します。

　Ｗｏｒｄのバージョンがわからない方は問い合わ

せください。

□講座経費　 ▽入門＝５５０円 ▽基礎・ドリル＝６５０円

□テキスト代　 ▽ 入門・基礎＝１,２３９円 ▽ ドリル＝

１,０５０円　

※材料費など実費としていただきます。ＵＳＢフ

ラッシュメモリは８８０円で購入いただくか、持参し

てください

【共通】

□定員　１８人（定員になり次第締め切り）

□ところ　恵那文化センター視聴覚室

□申込期間　３月１０日�午前１０時から開講日前日ま

で。初めて受講する方は３月２４日�までに申し込め

ば優先されます。再受講者の受講の可否は、３月２５

日�以降に連絡します。

　　　　パソコンサポートクラブ�０９０-４２６５-９７２７

梅露庵公園祭り
　長島町永田の永田梅露庵公園には、京都祇園で

育ったしだれ桜や、水戸皆楽園のしだれ梅が植栽さ

れ、２月から４月にかけて花と香りを楽しむことが

できます。憩いのひとときを楽しみませんか。

□とき　３月２１日�午前１０時

□ところ　梅露庵公園（県道６６号線沿い・「永田」

バス停から徒歩１分）

□内容　豚汁・綿菓子の配布（数に限りあり）、五

平もちや地域特産品の販売、もち投げ（午後０時半）

□駐車場　永田森林組合、アグリパーク恵那、永田

グラウンド（徒歩１０分）

※駐車場が少ないた

め、できるだけバスを

ご利用になるか、お近

くの方は徒歩でお出掛

けください

　　長島町永田区長�０９０-３３８８-８１０１（宮崎）
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　『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイベントや各種募
集などを市内に周知するためのコーナーです。（営利目的・宗
教・政治に関する掲載はできません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報広聴係�２６-２１１１
（内線３１４）

▲

昨
年
の
土
び
な
群

▲満開の梅路庵公園の梅

問

申・問

問

　：問い合わせ　　：申し込み問 申15　2010.3.1

平
成　

年
５
月　

日�
ま
で
に

２３

３１

す
べ
て
の
住
宅
で

火
災
警
報
器
の
設
置
が
必
要

火災警報器ってどんなもの？

どこに取り付けたらいいの？

　住宅用火災警報器は大きく分けて、「煙式」と「熱式」の2種類があり

ます。台所は、どちらでもいいですが、寝室や階段は煙式を設置してく

ださい。どちらも、火災の発生を警報音や音声で知 らせます。耳の不自

由な方は、光を発する機器などを取り付け、音以外の方法で火災を知る

ことも可能です。電源には、電池タイプと家庭用電源タイプがあるの

で、住宅の環境により、適切な住宅用火災警報器を選んでください。

　住宅用火災警報器は、普段、就寝に使う部屋（寝室）に設置すること

になっています。就寝に使用する子ども部屋も含みます。寝室が２階に

ある場合には、その階の階段にも設置が必要です。台所や居室は、義務

付けられていませんが、設置することをお勧めしています。

　電池タイプの警報器は、誰でも間単に取り付けできますが、賃貸のア

パートやマンションなどは、大家さんと相談して設置してください。警

報器のおかげで、火の消し忘れによる天ぷら油の過熱を、早期に発見で

き、火災に至らなかった事例が、市内にもありました。早めの設置をお

願いします。実際には、住宅の構造によって、設置場所など異なる場合

があります。詳しくは、最寄りの消防署まで問い合わせください。

　　恵那消防署�２６-０１１９、岩村消防署�４３-０１１９、明智消防署�５５-０１１９、

上矢作分署�４７-０１１９

問

　寝室や階段は設置が義務付けられています。　　台所や居室にも設置をお勧めします。
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東
野
幼
稚
園
の
園
児　

人
が
２
月
３
日
、
節
分
の
豆
ま

３２

き
会
を
実
施
。
自
分
の
数
え
年
の
分
だ
け
豆
を
食
べ
、
１

年
間
の
健
康
を
祈
る
こ
と
や
、
イ
ワ
シ
の
頭
を
ヒ
イ
ラ
ギ

に
飾
る
こ
と
な
ど
、
紙
芝
居
で
節
分
を
学
び
ま
し
た
。

　

新
聞
紙
を
丸
め
た
も
の
を
豆
に
見
立
て
て
、
豆
を
ま
く

役
と
、
鬼
の
役
を
交
代
し
な
が
ら
豆
ま
き
を
し
ま
し
た
。

鬼
の
お
面
は
、
園
児
た
ち
の
自
作
。
朝
寝
坊
鬼
や
風
邪
ひ

き
鬼
な
ど
、
自
分
の
中
に
い
る
鬼
を
「
鬼
は
外
、
福
は
内
」

の
掛
け
声
で
、
元
気
よ
く
追
い
払
い
ま
し
た
。

自
分
の
中
の
悪
い
鬼
を
追
い
出
す
ぞ

伊藤  丸  駆 くん
まる く

マ
ル
ー
お
め
で
と
う
！
常

に
パ
ワ
ー
全
開
、
大
き
く

た
く
ま
し
く
育
っ
て
ね�

健
一
さ
ん
・
律
子
さ
ん

明智町

早川  竜 
りゅう

 誠 くん
せい

い
つ
も
に
こ
に
こ
笑
顔
の

竜
君
。
こ
れ
か
ら
も
み
ん

な
を
幸
せ
に
し
て
ね
。

政
明
さ
ん
・
有
佳
さ
ん

横家  颯  大 くん
そう た

１
歳
お
め
で
と
う
。
元
気

い
っ
ぱ
い
大
き
く
な
っ
て

ね
。

敬
典
さ
ん
・
愛
子
さ
ん

長島町

堀井  颯  人 くん
はや と

ハ
ヤ
ト
の
笑
顔
が
元
気
の

源
。
絶
や
さ
ず
い
て
ね
！

お
誕
生
日
オ
メ
デ
ト
ウ�

勝
久
さ
ん
・
祐
子
さ
ん

柘植  淳  希 くん
あつ き

淳
希
が
生
ま
れ
て
き
て
く

れ
て
、
毎
日
が
と
て
も
幸

せ
。
元
気
に
育
っ
て
ね�

勝
広
さ
ん
・
恵
美
子
さ
ん

中野方町

市岡  結  菜 ちゃん
ゆい な

結
ち
ゃ
ん
１
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
。
お
姉
ち
ゃ

ん
大
好
き　

仲
良
く
ネ
。

！！

耕
二
さ
ん
・
麻
衣
子
さ
ん

大井町 ３月生まれのお誕生日大井町明智町

17　2010.3.1

　岩村町本通りで１月２２日の夜、市少年消防隊岩村地区

隊員や市消防団岩村分団など総勢約４５人によって、夜回

りが行われました。この日は途中で雪が舞う中、「火の

用心」の声と拍子木の音が、通りに響いていました。

　明知鉄道の本年度第４回定時取締役会が、１月２２日に

特別列車の中で開催されました。通常のダイヤの列車

に、会議用に準備した車両1両を連結し、役員１２人を乗

せた列車の会議は、恵那駅と明智駅を往復しました。

　１月２４日、市民のための認知症予防シンポジウムが、

恵那文化センターで開催されました。参加した約６００人

は、講演や回想法の実演、パネルディスカッションの討

論などで、認知症予防のヒントについて学びました。

　総合計画審議会・人口減少対策プロジェクト検討部会

は、１月２２日、ことし成人式を迎えた２０歳の若者たちと

の座談会を開催。参加した若者たちからは、将来の市に

対する提案や意見があり、熱心な討議が行われました。

　４月に１歳の誕生日を迎える
お子さんの写真を募集します。
写真（なるべく一人で胸から上
で顔全体が写っているもの）の
裏に住所、氏名（ふりがな）、生
年月日、性別、電話番号、両親の
氏名、３０字以内のコメントを添
えて、３月１５日�までに申し込
みください。またケーブルテレ
ビ放映の可否についてもご記入
ください。申し込み多数の場合
は先着順により掲載します。

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
企画課広報広聴係
�２６-２１１１（内線３１９）

水野  裕  樹 くん
ゆう き

１
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と

う
！
こ
れ
か
ら
も
元
気
に

大
き
く
な
っ
て
ね
！

智
紀
さ
ん
・
し
づ
さ
ん

長島町

石山  楼  々  ちゃん
る る

１
歳
お
め
で
と
う
。
わ
が

家
の
癒
し
系�
こ
れ
か
ら

も
笑
顔
で
い
て
ね
。

卓
巳
さ
ん
・
亜
須
香
さ
ん

山岡町

西尾  蒼 くん
あおい

１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で

と
う
！
い
っ
ぱ
い
食
べ
て

大
き
く
な
っ
て
ね
。

章
彦
さ
ん
・
ゆ
う
子
さ
ん

大井町

吉村  和 くん
わたる

１
歳
お
誕
生
日
お
め
で
と

う
。
友
だ
ち
た
く
さ
ん
の

元
気
な
子
に
育
っ
て
ネ
！

正
俊
さ
ん
・
千
夏
さ
ん

岩村町

鈴村  衛  志 くん
えい し

１
歳
お
め
で
と
う
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ

い
育
っ
て
ね
。

衛
功
さ
ん
・
美
佐
さ
ん

中野方町

加藤  咲  桜 ちゃん
さく ら

１
歳
お
め
で
と
う
！
こ
れ

か
ら
も
明
る
く
の
び
の
び

と
育
っ
て
ね
。

伸
幸
さ
ん
・
雅
恵
さ
ん

大井町

少年消防隊が重伝建の町並みを夜回り 動く列車の中での明知鉄道取締役会

認知症予防のヒントと回想法を学ぶ 若者が楽しめるおしゃれな町に
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　４月４日まで開催される「いわむら城下町のひなまつ

り」。初日の２月６日は、まち並みふれあいの館で、も

ち花作りの体験が行われました。観光客など約５０人は、

紅白のもち花作りで、楽しいひとときを過ごしました。

　第１７回学校給食フェアが、市内に４カ所ある学校給食

センターで、１月２８日に行われました。１０人が参加した

明智学校給食センターでは、地元の食材を使った給食

に、好評の声をいただきました。

　中野方小学校４年生の児童１１人が、２月１０日、みそ作

りの体験学習を実施。１０月に収穫した大豆４�を使い、

米こうじを混ぜ合わせ丸めたものを、たるに投げ入れ仕

込みました。完成は、来年１１月の予定です。

　明智保育園の５歳児「あおぐみ」の２５人は、２月９日

に教室でご飯茶わん作りに挑戦。作品は卒園の記念品

で、山岡陶業文化センターで焼き上げます。完成したご

飯茶わんで、みんなでご飯を食べるそうです。

　ことしの叙勲・褒章受章者は、田中十郎氏、伊藤善朗

氏、原隆男氏、加藤正和氏、平尾安幸氏、東谷哲英氏の

６人。２月１４日、受章祝賀会が、恵那峡グランドホテル

を会場に、発起人による実行委員形式で行われました。

　日本財団から青色回転灯を装着したパトロール車１

台が、２月１０日、大井町地域安全パトロール隊に贈呈さ

れました。式典は大井第二小学校で行われ、関係者や児

童が見守る中、初めてのパトロールに出発しました。

城下町のひなまつりで「もち花作り」 おいしくて安全な給食に舌鼓

自分たちが収穫した豆でみそ作り 卒園記念のご飯茶わん作り

叙勲・褒章受章者の功績をたたえる 大井町地域防犯隊に青色パト車が贈呈

19　2010.3.1

輝
く

恵
那
人

　

幸
せ
を
呼
ぶ
花
が
咲
く
場
所
が
あ
る
。

上
矢
作
町 
達  
原  
大 

た
っ 
ぱ
ら 
お
お 

平 
地
区
だ
。
花
の
名
は

だ
い
ら

 
福  
寿  
草 
。
春
を
告
げ
る
花
と
し
て
知
ら

ふ
く 
じ
ゅ 
そ
う

れ
、
３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
見
ご
ろ
を

迎
え
る
。
色
は
美
し
い
黄
金
色
。
希
少
価

値
が
高
く
、
栽
培
な
ど
は
難
し
い
が
、
こ

こ
に
は
、　

万
株
に
も
お
よ
ぶ
福
寿
草
が

１０

自
生
し
て
い
る
。
シ
ー
ズ
ン
中
に
は
、
市

内
は
も
ち
ろ
ん
、
東
京
や
大
阪
な
ど
か
ら

も
見
物
客
が
訪
れ
る
。
昨
年
は
、
お
よ
そ

２
千
人
が
訪
れ
た
。

　

こ
の
自
生
地
を
管
理
し
て
い
る
の
が
、

地
域
住
民
で
組
織
す
る
、
福
寿
草
を
守
る

会
。
守
る
会
で
は
、
周
辺
の
草
刈
り
や
、

土
日
に
は
、
五
平
も
ち
や
イ
ワ
ナ
の
販
売

な
ど
を
し
て
い
る
。
堀
さ
ん
は
、
守
る
会

の
代
表
だ
。
話
を
聞
こ
う
と
自
宅
を
訪
ね

て
み
る
と
「
よ
う
、
ご
ざ
ら
し
た
」
と
優

し
い
笑
顔
で
出
迎
え
て
く
れ
た
。
自
宅
周

辺
が
自
生
地
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
堀
さ

ん
は
、
守
る
会
の
中
で
も
、
先
頭
に
立
っ

て
活
動
を
し
て
い
る
。

　

自
生
地
の
面
積
は
、
お
よ
そ
４
千
平
方

�
で
、
棚
田
の
斜
面
に
多
く
咲
い
て
い

る
。「
管
理
で
大
変
な
の
は
、
草
刈
り
だ
」

と
言
う
。
傾
斜
地
に
加
え
て
、
広
い
面
積

の
草
刈
り
は
、
と
て
も
重
労
働
だ
。
自
身

も
高
齢
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
と
し
は

一
部
の
草
刈
り
を
外
部
に
頼
ん
だ
。「
住

民
も
高
齢
化
し
て
い
て
、
今
後
、
守
っ
て

い
け
る
か
心
配
だ
」
と
切
実
に
話
す
。

　

自
生
地
に
は
、
足
に
障
が
い
の
あ
る
人

や　

歳
を
超
え
る
ほ
ど
の
高
齢
の
方
も
訪

９０
れ
る
。
斜
面
が
多
く
、
決
し
て
足
場
が
良

い
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
で
も
、
ゆ
っ
く

り
と
花
を
見
て
い
く
。
満
開
に
咲
く
花
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
人
も
多
い
。「
皆
さ

ん
に
花
を
見
て
喜
ん
で
ほ
し
い
。
苦
労
も

あ
る
が
、
一
生
懸
命
に
咲
く
花
は
、
と
て

も
奇
麗
だ
よ
」
そ
う
話
す
言
葉
か
ら
は
、

花
へ
の
愛
情
が
分
か
る
。

　
「
福
寿
草
の
花
言
葉
は
、
幸
福
を
招
く
」

少
し
照
れ
な
が
ら
教
え
て
く
れ
た
。
丁
寧

に
育
て
ら
れ
た
花
。
ゆ
っ
く
り
と
眺
め
る

時
間
に
こ
そ
、
幸
せ
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
と
し
も
間
も
な
く
、
福
寿
草
が
上
矢

作
に
春
を
告
げ
る
。

福
寿
草
の
自
生
地
を
管
理

一
生
懸
命
に
咲
く
花
を
見
て
ほ
し
い

　
 
堀 　
 
猛 　

さ
ん　

歳

ほ
り 

た
け
し

７７

上
矢
作
町
達
原 ６４



この印刷物は石油系インキではな
く、地球に優しい大豆油を使用し
たインキで印刷されています。

『広報えな』は環境に優しい再生紙を使用しています。

　 福  寿  草 は、日本では北海道から九州にかけて分布し、
ふく じゅ そう

初春に黄色い花を咲かせることから 元  日  草 や 朔  日  草 の別
がん じつ そう つい たち そう

名を持つ。上矢作町の達原・大平地区には、約４０�に
わたり福寿草の自生地がある。こ
の自生地は、今から３００年ほど
前に大平地区の先祖が、赤石
山系から持ち帰り移植したも
のと言われている。開花時
期は毎年３月中旬から４月
上旬。最初は中央に大き
な花が咲き、順次下枝
へと小さな花が咲い
て移っていく。開花
期間中は一般開放さ
れ、多くの人が訪れ
る名所となっている。

『広報えな』３月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約１１.６円（税込み）です。

恵那市安心安全メール配信システム
登録用ＱＲコード
□問い合わせ　防災対策課（内線３１７）

　笠置山山頂の笠置神社社殿裏側のがけ下

には、灰白緑色したヒカリゴケがある。こ

のヒカリゴケは、レンズ状の細胞に入る光

を屈折して反射するため、ヒカリゴケと呼

ばれ、県の天然記念物に指定されている。

　大平の福寿草のもう一つの説として、

１５７０（元亀元）年の上村合戦で武田軍の美

濃侵略の時、武田勢が福寿草を持ち込み、

それが自生したという説もある。

　市の北部に位置し、笠置町、中野方町と中津川市蛭川
にまたがる標高１,１２８�の山。恵那山とともに、東濃の
名山として古くから親しまれてきた。１０世紀後半に在
位した 花  山 天皇が京都の笠置山に似ていると言われたこ

か ざん

とから、その名前が付いたと伝えられている。
　登山道が整備されており、気軽に登ることができる。
山頂の笠置神社には、雨ごいの神でもある笠置大権現が
祭ってある。頂上付近にある物見岩からの眺めは素晴ら
しく、恵那、中津川が一望できる。また、ヒトツバタゴ、
ヒカリゴケといった天然記念物や、超古代の遺跡、文化
財などがある。中腹の望郷の森には、キャンプ場やマ
レットゴルフ場が整備されている。

▲大平の福寿草

笠置山１９

大平の福寿草

数多くの伝説が残る山

２０
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春を告げる大群生地

▲阿木川ダム付近から望む笠置山


